
 

第 26 期 決算公告 
2025 年 6 月 9 日 

岩⼿県⻄磐井郡平泉町平泉字上徳沢 65 
株式会社フタバ平泉 

代表取締役社⻑ 廣野 輝幸 
 

貸借対照表         （2025 年 3 月 31 日現在）          単位：円 
科 目 金 額 科 目 金 額 

（資産の部）  （負債の部）  
流 動 資 産 4,177,503,625 流 動 負 債 3,766,700,836 
 現 金 及 び 預 金 329,205,843  買 掛 金 2,777,081,789 
 売 掛 金 2,561,007,674  未 払 金 302,727,203 
 製 品 175,149,949  未 払 費 用 288,645,744 
 原 材 料 31,662,585  仮 受 金 5,000 
 仕 掛 品 344,058,745  未 払 法 人 税 等 255,591,100 
 貯 蔵 品 124,298,684 賞 与 引 当 金 142,650,000 
 未 収 入 金 606,082,783   
 そ の 他 流 動 資 産 6,037,362   
     
固 定 資 産 3,842,749,202 固 定 負 債 359,154,000 
 有 形 固 定 資 産 3,617,060,466  退 職 給 付 引 当 金 359,154,000 
  建 物 1,902,044,084    
  構 築 物 165,207,978   
  機 械 及 び 装 置 608,160,987 負 債 合 計 4,125,854,836 
  車 両 運 搬 具 5,867,820   
  工 具 器 具 備 品 169,200,808 （純資産の部）  
  土 地 592,900,288 株主資本 3,894,397,991 
  建 設 仮 勘 定 173,678,501  資 本 金 495,000,000 
 無 形 固 定 資 産 34,058,018  資 本 剰 余 金 2,147,056,411 
  ソ フ ト ウ ェ ア 33,666,018   資 本 準 備 金 495,000,000 
  そ の 他 392,000   その他資本剰余金 1,652,056,411 
    
 投 資 そ の 他 の 資 産 191,630,718  利 益 剰 余 金 1,252,341,580 
  繰 延 税 金 資 産 191,018,918   そ の 他 利 益 剰 余 金 1,252,341,580 

ゴ ル フ 会 員 権 330,000   繰 越 利 益 剰 余 金 1,252,341,580 
そ の 他 281,800   

  純 資 産 合 計 3,894,397,991 
資 産 合 計 8,020,252,827 負債及び純資産合計 8,020,252,827 



 

個  別  注  記  表 
 

重要な会計方針に係る事項に関する注記 

１. 資産の評価基準及び評価方法 
棚卸資産 

    製品・原材料・仕掛品・貯蔵品は主として総平均法による原価法（貸借対照表価格 
については収益性の低下に基づく簿価切り下げの方法）により評価しております。 

 
２. 固定資産の減価償却の方法 

（1） 有形固定資産（リース資産を除く） 
定率法によっております。 
ただし、1998 年 4 月 1 日以降に取得した建物（建物付属設備を除く）並びに 
2016 年 4 月 1 日以降に取得した建物附属設備および構築物については、定額法
によっております。 

（2） 無形固定資産 
定額法を採用しております。なお、耐用年数及び残存簿価については、法人税法
に規定する方法と同一の基準によっております。ただし、自社利用のソフトウェ
アについては、社内における利用可能期間（5 年）に基づく定額法を採用してお
ります。 

 
３. 引当金の計上基準 

退職給付引当金 
 従業員の退職給付に備えるため、当事業年度末における退職給付債務に基づき、当 

事業年度末において発生していると認められる額を計上しております。 
なお、当社は退職給付債務の計算においては簡便法を採用し、自己都合退職の当事 
業年度末における要支給額を計上しております。 

 
４. 収益及び費用の計上基準 

当社は、主に自動車等車両部品の製造販売を行っております。顧客との販売契約に 
おいて、受注した製品を納入する義務を負っております。原則として、製品の検収 
時点において顧客が当該製品に対する支配を獲得し、当社の履行義務が充足される 
と判断していることから、製品の検収時点で収益を認識しております。なお、代金は 
取引先との契約に基づき、概ね１ヶ月以内に回収しております。 

 

５. その他計算書類作成のための基本となる重要な事項 
グループ通算制度の適用 

当社は、グループ通算制度を適用しております。 



 

会計方針の変更に関する注記 
 該当事項はありません。 
 

貸借対照表に関する注記 

１. 有形固定資産の減価償却累計額                           8,433,942,379 円 
２. 関係会社に対する金銭債権及び金銭債務 

 短期金銭債権                     2,628,408,199 円 
 短期金銭債務                     2,398,988,137 円 

 

損益計算書に関する注記 

 関係会社との取引高 
   営業取引による取引高 
    売上高                       24,460,831,136 円 
    仕入高                        17,742,166,908 円 
        その他                         297,114,626 円 
    営業取引以外の取引による取引高               2,064,994 円 
 

株主資本等変動計算書に関する注記 

１. 発行株式の種類及び株式数に関する事項 
当事業年度末の発行済株式の種類及び総数     普通株式：10,000 株 

２. 自己株式の種類及び株式数に関する事項 
該当事項はありません 

３. 配当に関する事項 
① 配当金支払額 

 株式の種類      普通株式 
 配当金の総額     1,204,000,000 円 
 1 株当たり配当額   120,400 円 
 基準日        2024 年 3 月 31 日 
 効力発生日      2024 年 6 月 7 日 

② 基準日が当事業年度に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌事業年度となるもの 
 株式の種類      普通株式 
 配当金の総額     1,252,000,000 円 
 1 株当たり配当額   125,200 円 
 基準日        2025 年 3 月 31 日 
 効力発生日      2025 年 6 月 7 日 

 



 

1 株当たり情報に関する注記 

１. 1 株当たり純資産額     389,439 円 79 銭 
２. 1 株当たり当期純利益     125,098 円 34 銭 

 

税効果会計に関する注記 

  繰延税金資産の発生の主な原因は、未払費用、減価償却、退職給付引当金等であり、評価性 
引当金を控除しております。 

 

重要な後発事象に関する注記 

 該当事項はありません。 
 

関連当事者との取引に関する注記 

 親会社及び主要株主等 

 
（注）1.取引金額は消費税等抜きで表示し、期末残高は消費税込で表示しております。 
   2.取引条件ないし取引条件の決定方針等 

① 自動車部品については、市場価格、総原価を勘案して、当社希望価格を提示し、
価格交渉のうえ、決定しております。 

② 原材料及び部品の購入については、フタバ産業株式会社の設定価格によっており
ます。 

③ ＣＭＳ（キャッシュ・マネジメント・システム）による取引であり、取引金額は、 
期中の平均残高を記載しております。また、借入金の利率については、市場金利
を勘案して交渉のうえ、決定しております。 

④ フタバ管理費は親会社より提示された料率を基礎として毎期交渉のうえ、決定し
ております。 

 

 



 

金融商品に関する注記 

 
１. 金融商品の状況に関する事項 

（1） 金融商品に対する取組方針 
当社は、自動車部品の販売製造を行うための設備投資計画に照らして、必要な資
金や短期的な運転資金の借入れ、また余資の運用をフタバグループのＣＭＳにて
行っております。 

（2） 金融商品の内容及びそのリスク 
営業債権である売掛金は、顧客は親会社でありリスクは低いと考えられます。 
営業債務である買掛金は、1 年以内の支払期日です。 

（3） 金融商品に係るリスク管理体制 
① 信用リスク（取引先の契約不履行に係るリスク）の管理 

営業債権については、取引先である親会社と定期的に残高を管理しております。 
② 資金調達に係る流動性リスク（支払期日に支払いを実行できなくなるリスク）の

管理 
当社では、総務経理課が適時に資金繰り計画を作成・更新することにより、資金 
調達に係る流動性リスクを管理しております。 

 
２. 金融商品の時価等に関する事項 

   現金及び預金、売掛金、買掛金、短期借入金は短期間で決済されるため、時価が帳簿価額
に近似するものであることから、注記を省略しております。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


